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1. はじめに 

 近年，動画配信サービスの普及により視聴可

能な映画作品数は大幅に増加している．一方で，

選択肢の増加は「どの映画を選べばよいか分か

らない」という新たな問題を生んでいる．映画

は鑑賞者の感情体験と強く結び付いており，

「泣ける映画が観たい」「重い作品は避けたい」

など，その時の気分に基づく選択が多い．しか

し，既存の映画推薦システムは視聴履歴や評価

履歴に基づく協調フィルタリングや，ジャン

ル・出演者といった作品属性を用いた内容ベー

ス推薦が中心であり，一時的な感情的嗜好を十

分に反映できない．レビュー文には鑑賞後の感

情が豊富に含まれているが，自由記述であるた

め，そのままでは推薦に利用しにくい．そこで

本研究では，映画レビューに含まれる感性語に

着目し，感情表現を定量化して推薦に利用する

映画推薦システムの構築を目的とする． 

 

2. 研究背景と課題 

2.1従来推薦方法の特徴 

 従来の映画推薦は，協調フィルタリングや内

容ベースフィルタリングが主流である．協調フ

ィルタリングは過去の評価履歴に基づいて類

似ユーザーを探し推薦を行うが，新規ユーザー

や新規作品に弱い．内容ベース手法はジャンル

や出演者などの属性情報に基づくが，感情的印

象を十分に表現できない． 

2.2感性情報の必要性 

映画の価値は，鑑賞者がどのような感情を抱

いたかによって評価される側面が大きい．実際

のレビューには「泣いた」「怖すぎた」「心が温

まった」など感情表現が多く含まれる．この感

情情報を整理し推薦に利用できれば，その時の

気分に応じた選択支援が可能になる．しかし，

感性語は多様であり，単純なキーワード一致で

は扱いにくい点が課題である． 

3. データと前処理 

3.1 データ収集 

映画レビューサイト Filmarksから日本語レ

ビューを収集した．ジャンル別一覧ページから

映画候補を取得し，アクション，コメディ，ホ

ラー，恋愛，ミュージカルの五ジャンルを対象

とした．各ジャンルから最大五作品を選定し，

各作品につき最大三十件のレビューを取得し

た． 

3.2 前処理 

レビュー文に対して Mecab による形態素解

析を行い，名詞・動詞・形容詞を抽出した．表

記揺れを抑えるため原形に正規化し，テキスト

を生成した． 

3.3 感情タグの設計 

本研究では，「泣ける」「怖い」「笑える」「ほ

っこり」の四種類の感情タグを定義した．これ

らは排他的ではなく，一つのレビューが複数の

感情を持つ可能性を許容する． 

3.4 自動ラベル生成 

人手によるラベル付けは行わず，各感情タグ

に対応するシード語を設定し，レビュー文にシ

ード語が含まれる場合に自動的にタグを付与

した．これにより遠隔教師あり学習用データを

作成した． 

3.5 分類モデル 

レビュー文を TF-IDFで数値化し，各感情タ

グについてロジスティック回帰による二値分

類モデルを構築した．出力は，各レビューが各

感情タグに該当する確率である． 

3.6 推薦手順 

 
推薦は二段階で行う．まず，ユーザーが入力

した感情タグについて，各レビューの推定確率
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を計算し，一定以上の確率を持つレビューを候

補として抽出する．次に，入力タグに対応する

代表テキストと候補レビューとのコサイン類

似度を計算し，類似度の高い順に並べて映画を

推薦する． 

4 実験結果 

 構築した感情タグ分類モデルは，各レビュ

ーに対して「泣ける」「怖い」「笑える」「ほっ

こり」の四種類の感情について確率を出力する．

レビュー内容に応じて確率の大小が変化し，感

情表現が明確なレビューほど，対応するタグの

確率が相対的に高くなる傾向が確認された．例

えば，「涙が止まらなかった」「終盤で号泣した」

などの表現を含むレビューでは，「泣ける」の

確率が他のタグよりも高く推定された．一方で，

恐怖を表す語を多く含むレビューでは，「怖い」

の確率が高くなる傾向が見られた． 

また，一つのレビューが複数の感情について中

程度の確率を持つ場合も多く，映画鑑賞体験が

単一の感情に還元できないことが数値的にも

示された．確率値自体は最大でも約 0.2 から

0.3程度にとどまる例が多く，シード語に依存

したラベル生成の影響が現れていると考えら

れる． 

推薦例として，ユーザーが「泣ける」を入力し

た場合を確認した．分類結果に基づいて候補と

して抽出されたレビューには，「号泣した」「胸

が締め付けられた」「涙腺が崩壊した」などの

感情表現が多く含まれていた．これらの候補に

対して類似度による順位付けを行った結果，上

位に提示されたレビューほど入力タグと整合

的な内容を持つ傾向が確認された． 

以上より，感情タグ分類による候補抽出と，文

章類似度による順位付けを組み合わせること

で，単純な全文検索や類似度検索よりも，入力

された感情に対応したレビューを優先的に提

示できることが示された． 

5 考察 

5.1 有効性 

分類による候補抽出と類似度による順位付け

を組み合わせることで，単純な文章類似度検索

よりも感情に対応した推薦が可能となった． 

5.2 限界 

シード語に依存したラベル生成のため，分類

精度に限界がある．また，確率値が全体的に小

さい傾向が見られ，学習データの質の改善が課

題である． 

 

 

6 おわりに 

 本研究では，映画レビューに含まれる感性

語を用いて感情タグを推定し，ユーザーの感情

入力に応じて映画を推薦する手法を提案した．

遠隔教師による自動ラベル生成とロジスティ

ック回帰を用いることで，人手によるラベル付

けを行わずに感情分類と推薦を実現した点に

特徴がある．今後は，感情タグの拡張，学習デ

ータの改善，ユーザー評価を用いた定量的評価

を行うことで，より実用的な感情ベース推薦シ

ステムへの発展が期待される． 
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